
 理事会報告書                                       

１．概要 

 第 2回 理事会  

日 時 令和 2年 5月 8日  19:15～21:25 

場 所 東町事務所 

出席者 

理事：大山盛樹、井手伸二、小泉徹児、山下潤一郎、小無田彰仁、大石勝規 

(Web)重松康志、永木照彦、浦川純二、志岐浩二、小柳 傑、笹原順哉、飯野朋彦、田中拓郎、 

池田章子 

監事：平野英三、柿田謙三、大木田治夫 

書記：大月雅之 狩浦圭介 

事務局：坂井孝行、野原 尉 

２．理事会議題と決定事項 

（１）審議事項 
 １）総会招集決議について 
  コロナの影響により開催場所が変更、前年度と同じ「えきまえ」いきいきひろばでの開催。定員 129

名だが、先方より半分位程度の人数、ソーシャルディスタンス、マスク着用が求められている。決議
事項で平成 31 年度事業報告について、平成 31 年度収支決算について、平成 31 年度監査報告につい
て、役員選任についての４つ。報告事項で令和 2 年度事業計画について、令和 2 年度事業予算につい
て、内規変更についてを挙げている。密を避けるため、事前に人数がオーバーしそうであれば施設に
連絡し調整を要請する。あとは当日調整。審議の結果、提案通り可決された。 

２）平成 31年度事業報告について 
総会資料参照。審議の結果、提案通り可決された。 

３）平成 31年度事業決算について 
   正味財産増減計算書について、収入が19,099,081円、支出が21,228,328円。事業費が18,237,065円。

去年からの配賦の調整で事業費が増えたことで公益事業比率は 80%程度。正味財産期末残高が
7,839,964 円で繰越となる。貸借対照表について、預金が 18,996,858 円で次年度の会費が含まれてい
る。流動資産合計は 19,015,212円。資産合計が 21,286,964円。前受け金は前納制で入ってきた次年度
の会費で 13,447,000円。財産目録について、銀行残高 18,996,858円。前払費用は次年度の分を先に払
っているもの。足して 19,015,212 円。固定資産が周年記念積立預金と記念式典積立預金を合わせて
180 万円。NAS やプロジェクター等で 475,310 円。減価償却が 79,218 円。電話加入権が 75,600 円、
その他固定資産計が 471,692 円で固定資産合計が 2,271,752 円となる。流動資産と固定資産を足して
21,286,964円。審議の結果、提案通り可決された。 

 ４）平成 31年度会計監査報告について 
4 月 30 日令和 1 年度監査報告を開催。小無田事務局長、笹原理事、監事 3 名が出席。増村財務部
部長は電話対応とした。例年通り良く整理され、事業報告、決算報告は公正に管理・運営されて
いた。理事の職務執行も適正に行えていた。使途不明金もなし。注意事項について、事業や会議
が複数回あった場合、交通費請求等において、第何回のものか記載がないので明記すること。ま
た事業報告が遅れると決算手続きに影響出るので、きちんと行うよう記載。領収書の不備も散見
されるので要注意。前払い金を拠出する場合、当初の事業費から引くべき。監査考察、各理事は
各事業を予算内に抑える努力をしていることを認める。審議の結果、提案通り可決された。 

 ５）雲仙市障害支援区分認定審査会 委員の推薦について 
   雲仙市健康福祉部より現任の平野監事が 6月 30 日を以て任期満了となるため、新任を推薦してほしい

旨、文書が届いている。平野監事に委員継続の内諾を得ている。審議の結果、提案通り可決された。 
 ６）長崎県地域包括ケアシステム推進協議会 委員公募の件について 
   県長寿社会課地域包括ケア推進班より、任期満了に伴う委員公募の文書が届いている。1)長崎県地域

包括ケアシステム推進協議会委員、2)地域リハビリテーション推進部会、3)介護予防市町支援部会の 3
つ。現任者は 1)が大山会長、2)と 3)が小泉副会長。現任が続投する形とする。審議の結果、提案通り
可決された。 

 ７）大村東彼地区 部長の交代について 
   現任の佐藤部長が継続困難なため次期部長を鈴木病院の山下先生にお願いしたいと。新組織編制中と

いうこともあり、本議案は一度取り下げ、地域局にて再調整する形となった。 
 ８）次期の組織図（案）について 
   正式決定は総会後だが、案として提出する。大きな変更点として、相談役の位置、九州ブロック学

会準備委員会の名称変更、臨床教育部と女性理学療法士の会の新設、映像記録班の廃止、以上 4 点。
女性理学療法士の会について、若手会員も内包する形で名称を労働環境委員会とし、池田理事を委員
長に、飯野理事、田中理事を副委員長に任命する。映像記録班については名称を学術資料班に変更
し、学術資料や他のイベント等の記録、管理を業務とする。また、生涯学習部と専門領域部で新
しい生涯学習システムにアジャストする組織づくりを進める。審議の結果、提案通り可決された。 



 ９）新入会承認について 
   入会 36名、休会 3名、退会 3名、復会 1名。審議の結果、提案通り可決された。 
（２）報告事項 
１）九州理学療法士学術大会 2020inSASEBO 進捗状況報告について 
  九州ブロックにて 1 年の延期が承認された。現状養成校 3 校、機器展示企業 6 社。演題数 90。名義後

援は長崎県以外の 17 団体から返事あり。延期となるとキャンセル料でジョリスティックスに 66 万の
支払いが生じ、JPTAの契約にも関わるため今後の相談とする。延期・中止の公文書等々は作成済み。
予算について、ブロックから 65 万振り込まれている。574,279 円既に支払っており、通帳残高 75,722
円。会議費・交通費を入れて 1,021,859円、差し引き 594,859円を立て替えている状況。これについて
は、九州ブロック会から可能な限り早期に支払ってもらう方向で、領収書など目に見える形で金額を
整理する。 

２）九州ブロック士会長会議：県士会事業開催（新型コロナ肺炎による影響）について 
  現在、2019年が18380名で300円を集め、決算額が5,514,000円で事業遂行。繰越収支差額が799,158

円で、次年度現職者講習会、臨床実習など各県でやっているものを学会に集めようかという案が出て
いる。 

（３）その他報告事項 
 １）定時総会について 

定時総会会場が変更となり、タイムスケジュールも修正。総会資料は昨日最終入稿し、印刷し 15 日に
送付予定。総会シナリオも作成済み。 

 ２）今後の動きについて 
今回のコロナ感染の影響で、下半期に事業を組み込まなければいけない。事業の優先順位を決めて組
み直す。また組織図と会の方向を一致させつつ前進するため各理事の委員会報告等大事になる。 

 


